
土庄町社協だより

R　4.3.1

第 号88 に じ
社会福祉法人

小豆郡土庄町甲6 2 0

土庄町社協だより「にじ」の印刷費の一部は共同募金助成金をあてています。

TEL（0879）62ー2700
FAX（0879）64ー5412

土庄町社会福祉協議会

主な内容

特例貸付
生活困窮者自立相談支援事業
フードバンク
表彰者紹介

5

令和３年度共同募金実績報告 6

あたたかい善意
シルバー人材センター

7

アコヤ暖ディズクラブ
退職職員紹介
しまふくし

8ふれあいサービス事業
日常生活自立支援事業

4

土庄町社会福祉協議会では、
社会福祉の充実と住みよい町
を築く為ご協力頂ける賛助会
員を募集しております。
お互いの幸せのためにお力添
えを賜りたいと思います。

賛助会員加入のお願い 第32回社会福祉大会 2

小豆圏域ネットワーク会議
〈コミュニケーションスキルアップ研修〉
社会福祉法人等活動紹介
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塔婆柱建立記念法要（令和元年　赤穂屋行者堂）



（3） 4. 3. 1 （2）4. 3. 1土庄町社協だより 土庄町社協だより

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
猛

威
を
振
る
う
な
か
、
岡
野
町
長
に
も
ご

出
席
い
た
だ
き
、
感
染
防
止
を
徹
底
し

た
う
え
ご
く
少
数
で
、
本
大
会
が
開
催

で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
収
入
の
減
少
、
生
活
に

困
窮
す
る
人
び
と
の
増
加
、
社
会
的
孤

立
の
深
刻
化
、
自
殺
者
の
増
加
な
ど
多

様
な
生
活
課
題
や
福
祉
課
題
が
一
層
顕

在
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、

顔
の
見
え
る
関
係
作
り
や
寄
り
添
い
を

大
切
に
積
み
重
ね
て
き
た
福
祉
活
動
は
、

縮
小
や
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
人
と

人
と
の
交
流
や
楽
し
み
の
多
く
が
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、「
全
て
の
人
々
が
地
域
、
暮

ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、
高
め

合
う
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
新
た
な
地

域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
年
に
わ
た

り
土
庄
町
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
ご
尽

力
さ
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
対

し
、
深
く
敬
意
を
表
す
と
共
に
、
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も

土
庄
町
の
福
祉
充
実
の
た
め
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
4
年
2
月
8
日
、
第
32
回
土
庄

町
社
会
福
祉
大
会
が
中
央
公
民
館
中
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
感

染
防
止
に
向
け
て
細
心
の
注
意
を
払
っ

た
う
え
で
、
記
念
講
演
は
行
わ
ず
参
加

者
も
基
本
的
に
表
彰
者
に
限
定
す
る
な

ど
人
数
を
制
限
し
て
表
彰
式
の
み
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

森
川
卓
大
会
会
長
の
式
辞
に
始
ま
り
、

最
初
に
多
年
に
わ
た
っ
て
地
域
に
お
け

る
福
祉
の
推
進
に
尽
く
し
、
そ
の
業
績

が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
各
地
区
か
ら
推

薦
さ
れ
た
6
名
の
方
々
に
対
し
て
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
生
徒
会
活
動
と
併
せ
て
学
校
生

活
の
充
実
と
向
上
に
尽
力
し
、
活
気
あ

る
学
校
の
雰
囲
気
づ
く
り
に
貢
献
し
た

と
し
て
土
庄
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た

1
名
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
岡
野
能
之
土
庄
町
長
か
ら
は
、

町
内
の
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
に
ご
活

躍
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
お

礼
と
、
受
賞
者
に
対
す
る
お
祝
い
の
こ

と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
渕
崎
地
区
の
外
山

由
美
子
さ
ん
が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、

第第
3232
回
土
庄
町
社
会
福
祉
大
会

回
土
庄
町
社
会
福
祉
大
会

余
島
邦
昭
大
会
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と

ば
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
今
回
の
表

彰
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◦
三
木　

義
雄
（
土
庄
）

◦
石
川　

優
子
（
土
庄
）

◦
外
山
由
美
子
（
渕
崎
）

◦
藤
岡　

敏
幸
（
四
海
）

◦
寺
本　

康
子
（
豊
島
）

◦
久
山　

義
隆
（
大
部
）

◦
久
山　

陽
彩
（
土
庄
中
学
校
）

社
会
福
祉
大
会
に
よ
せ
て

社
会
福
祉
大
会
に
よ
せ
て

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

森　

川　
　

卓
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11
月
15
日
㈪
、
13
時
半
か
ら
株
式
会

社
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
の
谷
益
美
代
表
取
締
役
を

お
招
き
し
て
、
人
材
育
成
・
定
着
を
目

的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
を
イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、

小
豆
圏
域
の
社
会
福
祉
法
人
・
行
政
・

社
会
福
祉
協
議
会
等
が
平
成
30
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
地
域
に
お
け
る
公
益
的

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
は
仕
事
の
み
な
ら
ず

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
い
て
も
必
要
か
つ

重
要
な
ス
キ
ル
で
あ
る
た
め
出
席
者
の

関
心
も
高
く
、
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、「
自
己
主
張
」
と
「
感
情

表
出
」
の
二
軸
を
使
っ
て
人
を
４
つ
の

タ
イ
プ
に
分
類
し
、
タ
イ
プ
ご
と
に
特

徴
や
見
分
け
方
、
対
応
法
な
ど
を
知
る

こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が

広
が
り
、
よ
り
良
い
人
間
関
係
が
作
れ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
に
参
加

者
自
身
が
ど
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
か
自

己
診
断
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
自
分
が
考

え
て
い
た
タ
イ
プ
と
は
違
っ
て
い
た
り
、

周
囲
の
人
か
ら
意
外
だ
と
言
わ
れ
た
り

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

各
タ
イ
プ
に
対
す
る
「
や
る
気
が
出
る

対
応
」「
や
る
気
が
下
が
る
対
応
」「
効

果
的
な
質
問
例
」
な
ど
実
践
に
役
立
つ

内
容
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
研

修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
高
い
満
足

度
が
伺
え
、
職
場
の
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
際
に
も
活
用
し

た
い
と
い
う
意
見
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
社
会
福
祉

法
人
み
く
に
園
は
、
明
る
い
太
陽
と
穏

や
か
な
瀬
戸
内
海
に
包
ま
れ
た
豊
島
で
、

１
９
８
５
年
に
開
設
し
た
障
害
者
支
援

施
設
で
す
。「
み
ん
な
で
創
る
明
日
の
福

祉
」
を
経
営
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま

す
。
日
中
活
動
で
は
施
設
利
用
者
の
幸

せ
に
直
結
し
た
「
療
育
技
術
の
発
展
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
の
力
を

利
用
者
の
支
援
に
活
か
す
た
め
、
２
０

０
６
年
か
ら
音
楽
療
法
士
に
よ
る
音
楽

活
動
を
本
格
的
に
導
入
し
ま
し
た
。
音

楽
療
法
は
個
を
尊
重
し
た
「
療
法
目
標
」

を
全
て
の
利
用
者
に
設
定
し
、
そ
の
人

ら
し
い
豊
か
な
生
活
の
た
め
に
音
楽
を

用
い
て
寄
り
添
う
技
法
で
す
。

　

み
く
に
園
に
は
音
楽
療
法
専
用
ル
ー

ム
が
あ
り
、
大
き
な
和
太
鼓
か
ら
ベ
ル

等
の
小
物
楽
器
ま
で
、
利
用
者
の
個
性

や
好
み
に
合
わ
せ
た
多
種
類
の
楽
器
た

ち
が
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。
週
に
３

日
、
豊
島
の
大
自
然
に
利
用
者
達
の
心

の
音
が
響
き
ま
す
。
16
年
間
の
実
践
の

中
で
、
多
動
の
人
が
落
ち
着
い
て
音
楽

を
鑑
賞
し
、
言
葉
が
無
か
っ
た
人
が
歌

え
る
よ
う
に
な
る
等
、
音
楽
療
法
が
人

を
育
て
、
障
害
の
軽
減
に
繋
が
り
ま
し

た
。

　

利
用
者
の
笑
顔
は
私
達
職
員
や
家
族

に
も
幸
せ
を
届
け
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
音
楽
の
力
に
よ
っ
て
利
用
者
が

輝
く
瞬
間
を
共
に
喜
び
合
え
る
支
援
者

で
あ
り
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

私
達
の
音
楽
療
法
を
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。

小
豆
圏
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催

日
本
音
楽
療
法
学
会

　　　　
認
定
音
楽
療
法
士　

山
田　

久
美

社
会
福
祉
法
人
等
活
動
紹
介

社
会
福
祉
法
人
等
活
動
紹
介

社
会
福
祉
法
人　

社
会
福
祉
法
人　

み
く
に
園

み
く
に
園
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福
ふ く し さ ー び す り よ う

祉サービス利用の仕
し か た

方がわからない人
ひと

を支
し え ん

援します

（高齢者のみの世帯）

高　齢　者の 困りごとの お手伝いを します
そうじや買い物、通院の付きそいなど、高齢者の困りごとをお手伝いしてもらうサービスです

社協が入る
安心感があります

協力会員
募集中�

社　協
利用者 協力会員

　思うように体が動かず、家の掃除を
してくれて助かった。
　自分１人では心細かったが病院に一
緒に行ってもらって安心した。病院で
のやり取りもスムーズにできた。

　社協が入ってくれる安心感がある。
　人の為になっていることで自信につ
ながった。
　利用者さんの感謝の言葉が励みにな
る。
　お手伝いをした後は気持ちがいい。

利用券で支払い

困りごとをお手伝い

契約・
利用券

販売

相談
会員登録

お手伝いの依頼

社協がコーディネート

お互いさま

連
れんらく

絡いただければ、専
せんもんいん

門員が訪問します。
困
こま

っていることを一
いっしょ

緒に考
かんが

えます。
契
け い や く ご

約後は、生
せ い か つ し え ん い ん

活支援員がお手
て つ だ

伝いをします。
相
そう

談
だん

は無
むりょう

料で秘
ひ み つ

密は守
まも

ります。

こんなことでお困
こま

りではありませんか？
財
さい ふ

布はどこに
置いたかな？

どこか通
つうちょう

帳を
預
あず

かってくれる
ところは
ないかなあ

ヘルパーさんを頼
たの

みたいけど
どうすればいいの？

有償ボランティア土庄ふれあいサービス
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●仕事に就いても長続きしない
●人とうまく付き合えない
●心身に不調がある
●就職活動に自身が
　持てない

生活に困っている人を支援します
生活福祉資金貸付制度の特例貸付

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、収入減少があった世帯の生活を
支援する制度になります。無利子で保証人不要です。令和４年３月末までの申
請手続きですので現在、生活上でお困りの方やお悩みのある方は、一度お気軽
にご相談ください。
　☆緊急小口資金………20万円以内
　☆総合支援資金………(単 　   身) 月15万円以内×３月以内
　　　　　　　　　　　( ２人以上) 月20万円以内×３月以内
＊今後の新型コロナウイルス感染拡大の状況により申請手続きが延長になる可能性もあります。

生活困窮者自立相談支援事業
　経済的に困窮し、最低限度の生活を維持できなくなるおそれのある生活困
窮者に対して、生活や就労等の幅広い相談支援を行う自立相談支援事業を実
施しております。

フードバンク
　緊急支援として、ご寄付いただいた食品　
　（お米・乾麺・缶詰など）を食べ物に困っ
ている人に無償でお渡ししております。

お問い合わせ先：土庄町社会福祉協議会　TEL62－2700・62－5122

仕事や人付き合いで
お困りの方

●収入が不安定で波がある
●どこに相談したらよいのか
　わからない…
●家族間・親子間で、
　問題を抱えている…

●家賃を払うことができない
●家計の管理ができない
●将来のことが不安だ
●債務の返済で困っ
　ている

家庭内の様々なことで
お困りの方

日常生活のことで
お困りの方

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
・
順
不
動
）

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

会
長
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　

森　
　

潤
（
土
庄
）

香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

　

令
和
３
年
10
月
19
日
、
香
川
県

社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

社
協
・
施
設
・
団
体
の
役
員
及

び
職
員

　
（
福
）ひ
ま
わ
り
福
祉
会
理
事
長

　
　
　
　
　

岡　
　

裕
（
四
海
）
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あ
た
た
か
い
善
意

あ
た
た
か
い
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
令
和
３
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
１
月
31
日
ま
で
）

　
香
典
返
し
や
、
そ
の
他
あ
た
た
か
い

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
敬
称
略
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

赤い羽根共同募金に赤い羽根共同募金に
ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

令和３年度に皆様からお寄せいただいた募金は全額「香川県共同募金会」に送金しました。
《令和３年度　赤い羽根共同募金実績》

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

土　庄

渕　崎

大　鐸

北　浦

四　海

豊　島

大　部

香川県農協

１１４銀行

職域募金

学校募金

個人募金

街頭募金

イベント募金

募金百貨プロジェクト寄付金

その他の募金（自動販売機）

合　計

目　標　額

1，078，800 

750，600 

216，000 

248，400 

330，000 

204，000 

230，400 

30，000 

9，000 

200，000 

0 

0 

0 

0 

0 

48，800

3，346，000 

実　績　額

1，140，900 

750，600 

216，000 

248，400 

330，000 

210，600 

230，400 

30，000 

9，000 

310，000 

3，039 

0 

0 

0 

3，808 

73，415

3，556，162 

令和３年度に皆様からお寄せいただいた募金は、令和４年度に助成申請があった
　各地区、団体等に助成され、地域の福祉活動に役立てられます。
　１．地域福祉活動事業
　　◦土庄社協「にじ」発行事業、米寿・高齢者慰問事業等
　２．小地域福祉活動事業
　　◦自治会活動備品設備事業等
　３．地域福祉支援活動事業
　　◦土庄町老人クラブ連合会、土庄保育園等

令和４年度の共同募金の使いみち
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あ
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あ
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善
意

あ
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い
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た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
令
和
３
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
１
月
31
日
ま
で
）

　
香
典
返
し
や
、
そ
の
他
あ
た
た
か
い

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
敬
称
略
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

一
万
二
千
円	

宝
樹
会
親
睦
会	

小
豆
島
町

五
万
円	

笠
井
孝
茂	

王
子
前

五
万
円	

池
本
博
子	

永
代
橋

三
万
円	

坂
井
達
也	

小　

海

三
万
円	

九
冨
貞
子	

吉
ヶ
浦

五
万
円	

西
崎
幸
人	

笠　

滝

十
二
万
円	

㈱
オ
リ
ー
ブ
環
境
開
発

上　

庄

本
会
に
対
す
る
も
の

五
万
円	

池
本
博
子	

永
代
橋

三
万
円	

西
滝
星
城	

千　

軒

三
万
円	

大
野
只
行	

東
之
町

土
庄
分
会
に
対
す
る
も
の

渕
崎
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円	

中
川
了
二	

長　

浜

金
一
封	

九
冨　

崇	

小　

江

金
一
封	

九
冨　

純	

小　

江

四
海
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円	
坂
井
達
也	

小　

海

三
万
円	

西
㟢
泰
典	

小　

海

三
万
円	

港　

隆
博	
屋
形
崎

金
一
封	

山
本
昭
雄	

馬　

越

北
浦
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円	

髙
橋
和
人	

唐
櫃
岡　

三
万
円	

川
㟢
眞
理
子	

唐
櫃
浜　

三
万
円	

植
松
武
義	

甲　

生

三
万
円	

髙
橋
久
廣	

唐
櫃
浜

豊
島
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円	

川
㟢　

浩	

田　

井

三
万
円	

砂
子
恵
子	

上　

野

三
万
円	

石
川
弘
子	

向　

町

大
部
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円	

山
口
正
人	

肥
土
山

五
万
円	

西
崎
幸
人	

笠　

滝

三
万
円	

佐
伯
美
正	

肥
土
山

大
鐸
分
会
に
対
す
る
も
の

10月に小豆島町で行われた剪定講習の様子

土庄町シルバー人材センターでは公共や企業、一般家庭からの発
注を受けて会員の方にお仕事を提供しています。
人生100年時代…あなたも会員になって仲間や生きがいを見つけ
て楽しくお仕事しませんか？
☆健康で働く意欲がある
☆土庄町に住んでいる
☆おおむね60歳以上の方ならどなたでも入会いただけます！
入会された会員の方に無料で技能講習なども行っております。
どうぞお気軽にお問い合わせください。

土庄町シルバー人材センター　TEL　64－5764　担当　八木

シルバー会員大募集�

三
万
円	

橋
井
信
敏	

伊
喜
末

金
一
封	

長
榮
清
敏	

小　

江

三
万
円	

山
㟢
勝
博	

長　

浜

三
万
円	

木
村
幸
一	

小　

江

五
万
円	

富
岡
律
子	

伊
喜
末

三
万
円	

髙
橋　

等	

滝　

宮
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第 号88 に じ
社会福祉法人

小豆郡土庄町甲6 2 0

土庄町社協だより「にじ」の印刷費の一部は共同募金助成金をあてています。

TEL（0879）62ー2700
FAX（0879）64ー5412

土庄町社会福祉協議会

主な内容

特例貸付
生活困窮者自立相談支援事業
フードバンク
表彰者紹介

5

令和３年度共同募金実績報告 6

あたたかい善意
シルバー人材センター

7

アコヤ暖ディズクラブ
退職職員紹介
しまふくし

8ふれあいサービス事業
日常生活自立支援事業

4

土庄町社会福祉協議会では、
社会福祉の充実と住みよい町
を築く為ご協力頂ける賛助会
員を募集しております。
お互いの幸せのためにお力添
えを賜りたいと思います。

賛助会員加入のお願い 第32回社会福祉大会 2

小豆圏域ネットワーク会議
〈コミュニケーションスキルアップ研修〉
社会福祉法人等活動紹介

3

の標語を心得とし、色々な活動をしています。
　毎月６日は「行者堂」でお参りと奉仕作業を
しています。（表紙参照）「行者堂」は、赤穂屋
自治会館北の路を上った場所にあり、高い所か
ら赤穂屋を見守ってくれています。奉仕作業の
あとにはホッと一息お茶とお菓子で和気あいあ
い憩いのひと時を過ごします。１月６日は本命
日で１日限りの神変文菩薩様の御開帳が行われ
ました。４月にはお参りの後に花見句会も行われます。時には俳句、時には川柳、字あまり字
たらず自由です。
　毎月20日13時30分から「赤穂屋自治会館」でサロンも開催しています。世界遺産の映像を見
たり体操や茶話会など親睦と心と身体の健康の為に集まっています。サロンは地域を越えて他
地区の方も参加できます。
　グラウンドゴルフも楽しく練習しており、その成果を大いに発揮し令和３年度の土庄町老連
主催の大会では団体戦、個人戦ともに優勝しました。
　これからも楽しく活動していきたいです。

アコヤ暖
ダン

ディズクラブ（赤穂屋老人クラブ）

㋐　かるい笑顔で今日も元気

㋙　えかけあって助け合い

㋳　さしさあふれるアコヤにしよう

グラウンドゴルフを楽しむ仲間
　Ｒ３年度　土庄町大会で練習と修練と偶然が
重なり団体・個人とも優勝致しました。

毎月20日　13：30より　ＤＶＤを見る会です。　日本の文化を味わっています。

◎退職職員紹介
　（田中幸代）
　３月末で定年退
職いたします。
　皆さまとの出会
いが宝物となりま
した。23年間あり
がとうございまし
た。

◎合同ネットワークしまふくし
　小豆郡内の福祉団体から結成される小豆圏域ネット
ワークが合同ＳＮＳを立ち上げました。小豆圏の福祉
の情報を発信しています。土庄町祉協も参加していま
すのでぜひフォローをお願いします。


